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VOL.７２美 博 だ よ り 

　

何
ご
と
に
つ
い
て
も
、
当
り
前
の
よ
う
に
思

っ
て
し
ま
っ
て
い
る 
事
柄 
の
根
本
を
あ
ら
た
め

こ
と
が
ら

て
疑
っ
て
み
る
こ
と
は
大
変
有
益
で
あ
る
。
近

年
、
年
を
加
え
る
ご
と
に
そ
の
思
い
を
深
く
す

る
。

　

美
術
史
学
は
作
品
の
創
り
出
し
た
美
の
様
式

を
探
り
、
人
間
の
美
意
識
の
変
遷
に
つ
い
て
考

え
る
学
問
で
あ
る
。
一
本
調
子
に
こ
の
道
を
進

め
ば
、「
一
時
代
一
様
式
」
論
に
行
き
着
く
。
小

異
は
あ
っ
て
も
大
同
の
こ
と
と
し
て
一
様
式
を

指
摘
す
る
こ
と
で
論
は
明
快
と
な
る
。

　

し
か
し
、
仏
教
美
術
の
す
べ
て
を
美
術
史
の

一
部
と
し
て
型
に
閉
じ
込
め
、「
一
時
代
一
様

式
」
の
原
則
に
従
わ
せ
た
こ
と
は
大
き
な
誤
り

で
あ
っ
た
。
仏
教
美
術
に
は
型
に 
嵌 
め
る
こ
と

は

と
は
対
極
的
な
「 
感
得 
」
に
よ
る
自
由
な
仏
の

か
ん
と
く

姿
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
誤
っ
た
方
法
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
古

代
日
本
美
術
史
は
、大
き
く 
歪 
ん
で
し
ま
っ
た
。

ゆ
が

大
小
を
交
え
て
、
訂
正
す
べ
き
問
題
は
実
に
多

い
。

　

自
分
自
身
の
立
脚
点
を
あ
ら
た
め
て
見
直
す

心
構
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
の
分
野
を
振
り

返
る
旅
に
出
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
た
い
。

足
も
と
を
見
る

館

長　

井

上　

正

仲村進　「遠山郷」　昭和60年　本館蔵



美博だより [72]

自
然
礼
賛
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
そ
れ
は
土

地
に
根
づ
い
た
魂
ま
で
も
見
つ
め
た
目
で

し
た
。

　

第
二
室
は
、
初
期
の
新
制
作
協
会
展
か

ら
は
じ
ま
り
、
日
展
出
品
作
、
山
種
美
術

館
賞
展
大
賞
作
品
、
グ
ル
ー
プ
展
で
の
研

究
作
な
ど
を
展
示
し
、
仲
村
進
の
生
涯
を

追
え
る
よ
う
に
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
景
観
、
人
間
の
営
み
へ
の
視
線

か
ら
始
ま
り
、
開
拓
地
で
の
牛
馬
と
の
交

感
、
農
民
と
大
地
、
そ
し
て
現
代
が
忘
れ

つ
つ
あ
る
大
地
へ
の
心
な
ど
へ
と
、
仲
村

進
の
芸
術
の
目
は
展
開
し
て
い
き
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
重
厚
に
深
ま
っ
て

い
く
芸
術
観
を
じ
っ
く
り
と
ご
覧
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
農
業
に
従
事
し
な

が
ら
、
芸
術
に
も
妥
協
す
る
こ
と
の
な
か

っ
た
仲
村
進
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
描
け
た

大
地
と
農
民
、
牛
馬
の

姿
が
様
々
な
こ
と
を
語

り
か
け
て
き
ま
す
。

　

最
後
の
部
屋
は
、
晩

年
に
展
開
さ
れ
た
牛
・

哀
歌
の
部
屋
で
す
。
こ

こ
で
は
、
平
成
十
一
年

の
個
展
「
大
地
・
牛
哀

歌
」
の
出
品
作
を
中
心

に
展
示
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
個
展
で
は
、
仲

村
進
の
作
品
に
住
み
続

け
た
牛
が
、
大
き
く
形

態
を
崩
し
、
空
間
の
中
で
ね
じ
曲
げ
ら
れ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
赤
と
黒
で
大
胆
に
構

成
さ
れ
た
画
面
は
、
重
く
沈
む
よ
う
で
も

あ
り
、
情
熱
が
奥
底
か
ら
湧
い
て
く
る
よ

う
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
長
年
テ
ー

マ
と
し
て
き
た
大
地
や
自
然
、
農
民
の
世

界
か
ら
離
れ
た
、
生
命
の
根
源
へ
と
向
か

う
態
度
が
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

晩
年
に
至
っ
て
、
そ
れ
ま
で
仲
村
進
の

作
品
を
見
続
け
た
来
た
者
を
驚
か
せ
た
、

力
感
あ
ふ
れ
る
作
品
が
会
場
に
充
満
し
ま

す
。
そ
し
て
牛
た
ち
は
、
さ
ら
に
密
度
を

高
め
て
空
間
に
解
き
放
た
れ
、
永
遠
の
場

へ
と
旅
立
っ
て
い
き
ま
す
。

　

仲
村
進
は
、
伊
那
谷
に
生
き
続
け
た
作

家
で
す
。
そ
の
芸
術
観
は
伊
那
谷
の
風
土

な
く
し
て
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
地
の
芸
術
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。

　

仲
村
進
は
、昭
和
四
年（
一
九
二
九
）、下

伊
那
郡
松
尾
村
（
現
飯
田
市
松
尾
）
に
生

ま
れ
た
日
本
画
家
で
す
。満
十
四
歳
の
時
、

満
蒙
開
拓
義
勇
軍
に
志
願
し
て
北
満
に
渡

り
、
外
地
で
敗
戦
を
経
験
し
て
辛
苦
を
乗

り
越
え
帰
国
し
ま
し
た
。

　

帰
郷
後
、
郷
里
の
南
画
家
片
桐
白
登
に

絵
画
を
習
い
、
県
展
・
新
制
作
協
会
展
に

出
品
、
そ
の
後
、
高
山
辰
雄
門
下
に
入
り
、

日
展
に
活
動
の
場
を
移
し
ま
し
た
。

　

日
展
で
は
、
二
回
の
特
選
、
文
部
大
臣

賞
を
受
賞
し
、
審
査
員
も
務
め
て
評
議
員

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
山
種
美
術
館
大

賞
を
受
賞
し
、
現
代
日
本
画
の
期
待
作
家

と
し
て
注
目
を
浴
び
ま
し
た
。

　

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
二
月
、
制

作
へ
の
情
熱
が
冷
め
る
間
も
な
い
ま
ま
、

仲
村
進
は
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。
同
年

十
二
月
、
ご
遺
族
よ
り
作
品
三
十
五
点
の

寄
贈
を
い
た
だ
き
、
本
展
が
実
現
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
当
館
で
の
購

入
作
品
、
山
種
美
術
館
賞
展
大
賞
受
賞
作

品
な
ど
を
加
え
、
仲
村
進
の
生
涯
を
追
い

ま
す
。

　

今
回
の
展
覧
会
は
、
三
つ
の
部
屋
で
構

成
し
ま
す
。
最
初
の
部
屋
の
展
示
は
故
里

山
河
で
す
。
こ
こ
で
は
、
平
成
六
年
に
開

催
さ
れ
た
個
展
「
故
里
山
河
」
の
出
品
作

を
中
心
に
展
示
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
個
展
は
、
郷
土
の
風
土
を
見
つ
て

描
い
た
も
の
で
、
伊
那
谷
の
景
観
を
下
地

に
し
た
六
曲
一
双
の
屏
風
作
品
を
中
心

に
、
重
厚
な
風
景
画
で
彩
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
風
景
画
は
実
際
の
景
観
を
丹

念
に
描
い
た
も
の
で
は
な
く
、
自
ら
が
住

む
風
土
に
潜
む
も
の
を
描
い
た
現
代
の
山

水
画
と
呼
べ
る
作
品
で
し
た
。
仲
村
進
が

抱
く
郷
里
の
風
景
へ
の
思
い
は
、
単
な
る

寄
贈
記
念
特
別
展 

仲
村
進  

展 

大
地
と
語
り
、
牛
に
歌
う 

１
月
　
日（
土
）〜
２
月
　
日（
日
） 

１４
 

１９
 

▲

黄
砂
の
大
地　

昭
和
五
十
八
年 
個
人
蔵

▲

牛
・
哀
歌　

平
成
十
年 
本
館
蔵
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辻
前
遺
跡
出
土

辻
前
遺
跡
出
土
の 

          

把
手
付
鉢

把
手
付
鉢 

辻
前
遺
跡
出
土
の 

          

把
手
付
鉢 

資
料
紹
介 

常
日
頃
公
開
さ
れ
て
い
な
い
上
郷
考
古

博
物
館
所
蔵
遺
物
を
中
心
に
、
関
係
各
所

か
ら
集
め
た
資
料
を
展
示
す
る
夏
休
み
特

別
陳
列
は
今
年
度
で
四
回
目
に
な
り
ま

す
。
昨
年
夏
に
は
「
考
古
学
か
ら
み
た
飯

田
下
伊
那
の
渡
来
系
文
化
」
を
企
画
展
示

し
、 馬  
匹 
文
化
等
々
を
見
て
頂
き
ま
し
た
。

ば 

ひ
つ

こ
の
集
成
し
た
遺
物
の
中
に
、
朝
鮮
半

島
の
技
法
を
真
似
た 
土  
師  
器 
の
「 
把
手 
付

は 

じ 

き 

と
っ
て

鉢
」
が
三
点
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
飯
田

市
川
路
三
区
の
辻
前
遺
跡
の
遺
構
外
か
ら

平
成
十
一
年
に
出
土
し
た
も
の
で
、
長
野

県
下
で
初
め
て
の
発
見
で
す
。
こ
の
土
器

は
三
点
と
も
古
墳
時
代
後
期
初
頭
に
比
定

さ
れ
、
平
底
の
浅
め
の
深
鉢
で
ほ
ぼ
同
一

形
態
で
す
。
器
高
一
〇
〜
一
二
�
、
口
径

一
三
〜
一
四
�
、
底
径
六
�
を
測
り
、
厚

さ
二
�
、
長
さ
三
〜
四
�
の
先
端
部
丸
味

の
あ
る
把
手
が
一
つ
付
き
ま
す
。
内
一
点

は
内
面
黒
色
研
磨
の 
内
黒 
土
師
器
で
す
。

う
ち
ぐ
ろ

こ
の
種
の
把
手
付
土
師
器
は
古
墳
時
代

の 
甑 
に
多
く
の
類
例
が
あ
り
ま
す
。
し
か

こ
し
き

し
、
今
回
紹
介
し
た
把
手
付
鉢
は
把
手
が

一
個
だ
け
と
言
う
と
こ
ろ
に
意
味
が
あ
り

ま
す
。
今
で
こ
そ
把
手
付
カ
ッ
プ
は
一
般

的
で
す
が
、
古
墳
時
代
中
期
以
前
に
は
日

本
に
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
大
陸
や
朝
鮮

半
島
か
ら
渡
来
人
が
日
本
に
も
た
ら
し
た

新
し
い
文
物
資
料
の
一
つ
で
、
渡
来
人
の

あ
る
い
は
渡
来
系
文
化
の
痕
跡
遺
物
と
し

て
、九
州
を
中
心
に
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

比
較
的
古
い
も
の
は
丸
味
を
帯
び
て
棒
状

に
突
き
だ
し
、
新
し
い
も
の
は
角
形
把
手

と
な
り
ま
す
。

最
近
、
当
地
方
の
古
墳
時
代
資
料
に
、

渡
来
系
の
遺
構
遺
物
が
比
較
的
多
く
発
見

さ
れ
議
論
百
出
し
て
い
ま
す
。
死
生
観
に

伴
う
風
習
や
技
術
を
伴
う
内
容
の
事
項

は
、
渡
来
人
本
人
や
間
接
的
な
存
在
を
示

唆
し
ま
す
が
、
朝
鮮
半
島
系
の
品
物
が
単

品
で
発
見
さ
れ
て
も
、
必
ず
し
も
渡
来
人

の
存
在
を
意
味
し
な
い
こ
と
に
注
意
し
な

が
ら
資
料
収
集
を
し
て
い
ま
す
。（
岡
田
）

調
査
ノ
ー
ト

調
査
ノ
ー
ト

飯
田
市
・
開
善
寺
の

飯
田
市
・
開
善
寺
の

摩
利
支
天

摩
利
支
天
（
ま
（
ま
り
し
て

り
し
て
ん
）
ん
）

坐坐
像像

摩
利
支
天
と
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

語
マ
リ
ー
チ
ー
の
音
訳
で
、
日
月
を
指

し
、 

陽  
炎 
を
神
格
化
し
た
と
さ
れ
る
古

か
げ 
ろ
う

代
イ
ン
ド
の
神
で
す
。
自
ら
の
姿
を
消

し
て
災
難
を
除
き
利
益
を
与
え
る
と
い

わ
れ
、
日
本
で
は
武
士
の
守
護
神
と
し

て
、
江
戸
時
代
に
は
大
黒
天
、
弁
才
天

と
と
も
に
蓄
財
福
徳
の
神
と
し
て
商
工

業
者
の
間
で
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

飯
田
市
上
川
路
の
開
善
寺
は
、
渡
来

僧
の 
清
拙
正
澄 
（
一
二
七
四－

一
三
三

せ
い
せ
つ
し
ょ
う
ち
ょ
う

九
）
を
開
山
と
す
る
臨
済
宗
の 
名
刹 
で

め
い
さ
つ

す
。
こ
の
渡
来
僧
は 
摩  
利  
支  
天 
の
像
を

ま 

り 

し 

て
ん

袈
裟
に
く
る
ん
で
中
国
か
ら
海
を
渡
っ

て
き
た
と
伝
え
ら
れ
、
清
拙
に
ゆ
か
り

の
あ
る
寺
に
は
必
ず
鎮
守
と
し
て
摩
利

支
天
の
像
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
開
善
寺
で
も
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
存

在
が
忘
れ
ら
れ
て
い
た
摩
利
支
天
の
像

が
現
存
す
る
こ
と
が
こ
の
た
び
改
め
て

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

本
像
は
、
三
面
六
臂
の
木
造
で
七
頭

の
イ
ノ
シ
シ
の
台
座
上
に
坐
し
、
像
の

表
面
に
彩
色
と
金
泥
を
施
し
て
い
ま

▲

摩
利
支
天
坐
像　

飯
田
市
・
開
善
寺
蔵

す
。
三
面
の
う
ち
右
面
は
イ
ノ
シ
シ
の

顔
に
な
っ
て
い
ま
す
。
像
高
約
十
三
セ

ン
チ
で
台
座
と
光
背
を
含
ん
で
も
二
十

六
セ
ン
チ
程
の
小
像
で
す
。
経
典
に
は

こ
の
像
を
造
る
際
に
は
で
き
る
だ
け
小

さ
く
す
る
よ
う
決
め
ら
れ
て
お
り
、
現

存
す
る
摩
利
支
天
像
は
一
尺
に
満
た
な

い
小
像
で
あ
る
場
合
が
多
い
よ
う
で

す
。ほ

と
ん
ど
人
目
に
触
れ
る
こ
と
な
く

厨
子
に
入
っ
て
い
た
た
め
か
保
存
状
態

は
良
好
で
、
丁
寧
な
彫
技
で
好
も
し
い

像
で
す
。
清
拙
の
摩
利
支
天
信
仰
な
ど

を
考
慮
す
れ
ば
開
善
寺
が
建
仁
寺
の
末

寺
で
あ
っ
た
十
四－

十
六
世
紀
頃
に
制

作
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

同
じ
飯
田
市
内
の
白
山
社
里
宮
に
も

摩
利
支
天
の
お
像
が
あ
り
、
類
例
の
少

な
い
こ
う
し
た
仏
像
が
近
隣
に
二
体
も

現
存
す
る
の
は
貴
重
な
こ
と
で
す
。

（
織
田
）



美博だより [72]

考
古
博
物
館
（0

2
6
5
-5
3
-3
7
5
5

）

美
術
博
物
館
（0

2
6
5
-2
2
-8
1
1
8

）

１
・
２
・
３
月

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 

◆
美
博
文
化
講
座
◆

「
昭
和
初
期
の
映
像
と
三
遠
信
の
民
俗
」

 

２
／　

�
１２

「
旧
飯
田
藩
士
柳
田
家
日
記
『
心
覚
』
を

読
む
２
」 

３
／　

�
１１

◆
自
然
講
座
◆

「
冬
で
も
虫
は
動
い
て
い
る
�
」

 

１
／　

�
１９

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
か
ら
み
た
日
本
ア
ル
プ
ス
�
」

 

１
／　

�
２６

「
哺
乳
類
の
生
活
を
追
っ
て
」 

２
／
９
�

「
ウ
ラ
ン
鉱
床
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ア
ナ
ロ
グ

研
究
」 

２
／　

�
１６

「
伊
那
谷
自
然
史
発
表
会
」 

３
／　

�
２６

◆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
関
連
◆

・
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
か
る
た
会
１
／　

�
２１

・
星
空
観
察
会 

２
／　

�
２５

・
宇
宙
を
の
ぞ
こ
う 

２
／　

�
２５

◆
子
ど
も
科
学
工
作
教
室（
要
申
込
）◆

・
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
を
作
ろ
う 

１
／　

�
２８

◆
寄
贈
御
礼
◆

・
太
陽
鉱
山
産
鉄
マ
ン
ガ
ン
重
石

　

ほ
か
３
点 

久
保
田
康
弘
氏

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
臨
時
休
館
◆

　
　
　
　

１
／　

�
〜　

�
・
２
／　

�

１１

１３

２６

◆
講
演
会
・
講
座
◆

・
勾
玉
作
り
教
室 

１
／　

�
２１

◆
展
覧
会
◆

・
仲
村
進
展－

大
地
と
語
り
牛
に
歌
う－

 

１
／　

�
〜
２
／　

�

１４

１９

・
作
品
と
出
会
う
６

 

２
／　

�
〜
３
／　

�

２４

２６

・
第
６
回
現
代
の
創
造
展

 

２
／　

�
〜
３
／　

�

２８

２１

◆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
◆

・
子
ぎ
つ
ね
の
白
い
手
ぶ
く
ろ

 

〜
３
／
５
�

・
ア
ラ
ジ
ン
の
大
冒
険

 

３
／　

�
〜
６
／
４
�

１１

◆
追
手
町
小
学
校
化
石
標
本
室
公
開
日
◆

 

３
／　

�
１９

◆
美
博
研
究
活
動
報
告
会
◆

　

美
博
の
学
芸
員
・
専
門
研
究
員
ら
に
よ

る
美
術
・
人
文
・
自
然
分
野
の
研
究
活
動

の
報
告
会
で
す 

２
／　

◆
講
演
会（
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
）◆

「
仲
村
進
を
語
る
」 

２
／
５
�

 

ト
ー
ク
…
成
田
環
氏
・
仲
村
良
一
氏

◆
美
博
特
別
講
座
◆

「
日
本
的
表
現
へ
の
探
究
」 

２
／　

�
１１

 

講
師
…
井
上
正
館
長

　

＊
延
期
に
な
っ
た
第
三
講
の
振
り
替
え 

昨
年
八
月
、
化
石
採
集
の
行
事
で
毎

年
訪
れ
て
い
る
阿
南
町
浅
野
の
崖
の
含

貝
化
石
砂
岩
層
か
ら
、
シ
カ
類
の
足
首

の
骨
（
舟
状
立
方
骨
、
写
真
左
）
を
発

掘
し
ま
し
た
。
お
り
し
も
当
館
で
シ
カ

化
石
の
特
別
陳
列
を
開
催
中
の
こ
と
で

し
た
。

こ
れ
ま
で
に
富
草
層
群
（
約
一
八
〇

〇
万
年
前
）
か
ら
は
、
小
型
（
柴
犬
位

の
大
き
さ
）
の
シ
カ
の
み
が
知
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
小
型
の
シ
カ

は
、
角
を
持
た
ず
上
あ
ご
の
犬
歯
が
長

い
、
現
生
の
マ
メ
ジ
カ
科
や
ジ
ャ
コ
ウ

ジ
カ
科
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
今
回
発
見
さ
れ
た
シ
カ
は
、

現
在
伊
那
谷
に
生
息
す
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ

（
中
型
）
位
の
大
き
さ
で
す
。

今
回
の
化
石
と
同
年
代
の
欧
州
な
ど

か
ら
知
ら
れ
て
い
る
中
型
の
シ
カ
に

は
、
現
生
の
キ
リ
ン
の
よ
う
な
角
を
目

の
上
も
つ
プ
ロ
ケ
ル
ブ
ル
ス（
シ
カ
科
）

や
、
目
の
上
と
後
頭
部
に
合
計
四
本
の

角
を
も
つ
パ
レ
オ
メ
リ
ッ
ク
ス
科
の
シ

カ
が
い
ま
し
た
。

日
本
国
内
で
同
年
代
の
中
型
の
シ
カ

は
、
岐
阜
県
の
瑞
浪
層
群
か
ら
、
下
顎

片
や
上
顎
歯
･
前
肢
･
脛
骨
な
ど
が

「
ミ
ノ
シ
カ
」と
い
う
名
前
で
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
回
阿
南
町
か
ら
産
出
し
た
足
根
骨

の
大
き
さ
は
、「
ミ
ノ
シ
カ
」
と
一
致

し
ま
す
。

今
後
阿
南
町
か
ら
も
、
頭
や
下
顎
な

ど
、
欧
州
な
ど
大
陸
か
ら
知
ら
れ
て
い

る
種
類
と
比
較
し
て
、
こ
の
シ
カ
の
種

類
を
特
定
で
き
る
骨
格
の
産
出
が
期
待

さ
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
 
（
小
泉
）

調
査
ノ
ー
ト

調
査
ノ
ー
ト

阿
南
町
富
草
層
群
産
の

阿
南
町
富
草
層
群
産
の

中
型
シ
カ

中
型
シ
カ
化
石
化
石

左…阿南町産“ミノシカ”化石、右…下伊那産（現生）
ニホンジカの舟状立方骨。
前方から見たところ。
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